
32　下水道　－浸水被害を防止し、環境整備のため生活排水処理を進めます－

令和７年度 事務事業評価一覧

No. 所管課名 事務事業名 事務事業の目的 令和７年度の主な取組
支出合計
（千円）

指標名（単位） 目標値 実績値
中長期的方

向性

当年度純利益（純損失）額（千円） 70,462 148,058

経常収支比率（％） 100 109.42

経費回収率（％） 100 98.53

有収率（％） 84.5 88.03

下水道普及率（％） 94 94

汚水管渠整備延長（累計）（ｋｍ） 4 3.74

川崎調整池整備事業（％） 100 100

下水道雨水施設等（調整池等）の点検回数（回） 3 3

一般会計繰出金のうち基準外拠出金の率（％） 0 0

継続5 上下水道課 下水道事業負担金

地方公営企業は、経費の負担の原則により、その性質上、
地方公営企業の経営に伴う収入をもって充てることが適当
でない経費（雨水処理に要する経費等）については、一般
会計等において負担するとされており、対象経費に対する
負担金を支出することで、負担区分の適正化を図る。

経費負担区分の適正化を図るため、国の繰出基準に基づき適切に積算された負担金（繰出
金）を下水道事業会計へ支出した。また、令和8年3月検針分において下水道使用料を上限1
万円までの減免を実施したことに伴い、減免相当金額を下水道事業会計へ支出した。

381,133

継続

4 上下水道課
下水道施設管理・整
備事業（雨水）

浸水被害の軽減を図るため、雨水貯留浸透施設等の整備
を促進するとともに、適正な施設の維持管理を行なう。

①川越江川に係る内水対策施設事業として、川崎地内に貯留量約38,000立方メートル、吐
出量毎秒約3.5立方メートルのポンプ施設を整備した。
②令和2年度に富士見市が設置した砂川堀第2雨水幹線ゲート施設について、富士見市との
協定に基づき負担金事務を行うほか、維持管理協定に基づき除草等を行った。
③福岡江川幹線の機能保持を図れるよう適正な維持管理を行った。
④出水期間には福岡江川幹線の樋管部に臨時用排水ポンプ2基を設置し、水宮地内の浸水
軽減を図った。

1,433,539 継続

3 上下水道課
下水道施設管理・整
備事業（汚水）

下水道施設の良好な機能を維持する。

①社会資本整備総合交付金により、管路のストックマネジメント調査業務を実施した。
②特定施設等に対する水質検査を実施し、改善が必要な事業場等に対し是正勧告の指導を
行った。
③市街化調整区域の汚水管渠未普及対策として、大井・苗間、駒林、川崎地区の公共下水
道(汚水)整備工事を実施した。また、当該地区の整備工事に伴う工事実施設計を行った。

320,123

継続

2 上下水道課
下水道事業管理等
事務

生活環境の改善、雨水の排除及び公共用水域の水質保
全を図り、快適で安全な市民生活を確保するため、計画
的・効率的な事業経営に取り組む。
また、下水道事業の健全運営に資するため、事業経営の
基礎となる下水道使用料を適正に収納する。

下水道事業の予算編成、決算処理及び執行管理を実施し、適正な会計処理を行うことによ
り、経営の安定を図った。
市街化調整区域の公共下水道（汚水管渠）整備による受益者負担金の賦課を適切に行っ
た。
埼玉県下水道公社による小学校4年生を対象とした移動下水道教室を市内小学校で実施し
た。
物価高騰対策として令和8年3月検針分の下水道使用料を上限1万円まで減免した。

1,771,752 継続

1 上下水道課
江川３号雨水幹線
（川越江川）維持管
理負担金

江川３号雨水幹線（川越江川）の排水区域内の住民は、下
水道接続以外の生活排水（浄化槽処理水）及び雨水を江
川３号雨水幹線（川越江川）への放流ができることから、施
設の維持管理等について川越市が管理を行い、要した費
用の負担割合分を本市が負担する。

管理者の川越市が実施する応急排水ポンプ管理業務、草刈清掃業務委託及び樋門保守点
検委託等の維持管理に要する費用を精査し、負担割合に応じた負担金を適切に支出した。

10,869
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一般下水道管のテレビカメラ調査延長（ｋｍ） 1 1.7

排水施設の維持管理（除草等）の回数（回） 2 2

排水施設の点検回数（回） 3 3

貯留浸透施設設置数(累計)（箇所） 55 55

浸透施設等維持管理（基） 12 11

監視カメラ設置台数（台） 11 11

継続7 上下水道課 雨水関連事業
雨水の流出抑制として雨水浸透施設の設置、及び機能保
持に必要な清掃・点検等を行うことにより、雨水浸水の防
止・軽減を目的とする。

調整池等の雨水関連施設の滞水状況を、遠隔にてモニタリングできるよう、出水期間中、市
内11箇所に監視カメラを設置した。
また市民への情報提供として、福岡江川雨水幹線の樋管部の水位状況を確認できるよう、監
視カメラ映像を出水期間中、市のホームページで公開した。

36,164

6 上下水道課 排水施設事業 下水道施設の良好な機能を維持することを目的とする。

市道幹線1号線において、本管テレビカメラ調査、管内潜行目視調査を実施し、経年劣化等
による一般下水道管の異常の有無を確認した。また、令和6年度に本管テレビ調査を行った
市道幹線1号線において、管更生工事を実施した。
排水施設の機能維持を図るため、清掃や除草等の適正な維持管理を行った。また、水路の
点検と修繕を実施した。

83,286 継続
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